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4 京都府 地域子育て環境「見える化」ツール

は
じ
め
に

新しい仕組みの必要性
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

京都府の出生率（合計特殊出生率）は、長期
間にわたり、全国的に低い水準で推移してきま
した。その間、京都府では、少子化が要因の一
つとなって人口減少・高齢化が急速に進行しま
した。また、出生率の低迷は、若者や子育て世
帯にとって、結婚や子どもを持つことに対する

「希望」が実現しきれていないことを表してい
ます。

要因が多岐にわたり、取組の効果が表れるま
でに時間を要する少子化問題を打破するために
は、前例にとらわれた方法では限界は明らかで
す。従来の取組の延長にとどまらないためにも、
データ分析等の強化と分野横断的な議論を通じ
て、地域特性に応じた新たな施策を形成し、具
体化していくことが求められています。それと
ともに、取組の粘り強さを支える連携の仕組み
づくりが必要となっています。

分析の精緻さと子育てに対するあたたかさ
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

すべての市町村が、市町村だからこそ取り組
める少子化対策を見つけるための仕組みが、こ
の「見える化」ツールであり、ツールはロジック
とデータで組み立てられています。

そのロジックは明晰で、データは精緻である
ことが求められます。一方で、子育て環境に対す
る冷徹な分析の向こう側には、若者や子育て世帯
の夢や希望があり、次代を担う子ども達一人ひと
りの未来があることを、ツールの作成において強
く意識しました。その一つの表れが、分析結果に
基づき新たに設けた「京都・子育てにあたたかな
環境づくり目標」です。

また、人口減少・高齢化等への対応に懸命に
取り組まれている市町村に敬意を込めつつ、各市
町村の子育て環境を定量化し、市町村の間で比較
することを可能としています。これは、出生率上
昇をめざす効果的な施策形成のためには、地域の
結婚や子育てを取り巻く環境の実態を客観的に
把握し、エビデンス（証拠）に基づき評価するこ
とが不可欠であると考えられるためです。

あらゆる主体の参加と連携
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

着目したのは、出生率には市町村の間で差があ
る一方で、出生率の近い地域が空間的に連続して
いることです。これらから言えることは、市町村
の地域特性が出生率に影響を及ぼしていること、
また、結婚や子育てを取り巻く環境の向上は広
域的効果を持つと考えられることです。このよ
うな考え方に立つと、市町村が中心となりつつ、
広域的視点を持ち、地元企業・住民組織・ＮＰＯ
等や府民一人ひとりとともに、「出生率上昇をめ
ざす社会づくり」にチャレンジすることには、現
状を打破する効果が期待されます。

社会づくりは誰もがその一翼を担っています。
自治体のあらゆる部門、地域のあらゆる主体は、
出生率上昇に何らかの関わりを持っている可能性
があり、社会づくりと同様に、まずは少子化問題
を「我が事」と捉え、各自が果たすことができる
役割を見出していくことが重要です。このことは
まさに、まち・ひと・しごとの創生や地方創生の
要諦に他なりません。

みんなで育てるツール
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

このツールは、バージョン 2 です。直近となる
令和２年（2020 年）国勢調査の女性有配偶者数
や 2018年から 2021年の厚生労働省「人口動態
調査」の出生数を用い、出生率の見える化分析を
更新しました。これからも、地域の実態をより
的確に反映できるよう、指標の見直し等を図る
ことが必要です。また、ＥＢＰＭやＰＤＣＡを支援
するツールとして一層役立つよう、ツールの使
い方に磨きをかけていくことも重要です。その
ため「見える化」ツールは、自治体や地域のあ
らゆる主体が一緒になって、これからみんなで
育てていくツールです。

明治大学政治経済学部鎌田健司専任講師、京
都大学大学院人間・環境学研究科 柴田悠 教授に
は、ツールの作成に当たり大変有益な御意見をい
ただきました。また、市町村の皆様からは、各分
野から様々なデータの御提供をいただきました。

「見える化」ツールに御協力をいただいた方々に、
心より御礼申し上げます。


